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■１概要 

 ・本ユニットは、７セグメントのＬＥＤ（表示器）を８桁までドライブ可能な、ディスプレードライバーです。 

 ・文字高１５㎝程度のＬＥＤをダイレクト（外付け抵抗器なし）に駆動可能です。 

 ・内蔵の制御出力により、外部機器の制御が可能です。 

 ・時計、温度計、加算カウンター、減算カウンターの４機能の選択が可能です。 

 ・マイクロコントローラの採用により、小ロットからの専用動作に対応可能です。 

■２特長 

 ・広範囲な電源電圧（ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖ）で動作可能です。 

 ・内蔵のバッテリーにより各種設定のバックアップが可能です。 

 ・内蔵のトリマによるＬＥＤの明るさ調整が可能です。 

 ・外付け抵抗不要の定低電流ドライブ方式です。（ＬＥＤを並列接続する場合のみバランス抵抗が必要です） 

 ・入出力はホトカプラで絶縁されています。 

 ・「時計動作」時、個別時刻にＯＮ／ＯＦＦ可能な２回路のタイマー機能を内蔵しています。 

 ・「温度計動作」時、上限と下限とがそれぞれに設定可能な２回路の制御出力を内蔵しています。温度調節装置や、温度警報装置等に応用可能です。 

 ・「加算カウンター」時、１回路は目標カウンタと実績カウンタの上下関係判定機能、もう１回路は１秒パルス出力機能を内蔵しています。 

 ・「減算カウンター」時、１回路はゼロカウント検出機能、もう１回路は１日パルス出力機能を内蔵しています。残日数表示器などへの応用が考えられます。 

■３添付品 ・・・・・・ 基板取付け用スペーサー×４、ＣＮ１用 10P ｺﾈｸﾀｰおよびＣＮ２用 7P ｺﾈｸﾀｰ各 1、サーミスタ(103AT-2)×１ 

■４仕様 

 ・動作電源電圧範囲  ・・・・・・   ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖ 

 ・標準消費電流 ・・・・・・・・・・・ 消灯時 ２４ｍＡ  点灯時 ６４０ｍＡ（出荷時設定） 

 ・標準バックアップ時間 ・・・・・   １週間（バッテリー満充電時） 

 ・ドライブコモン ・・・・・・・・・・・   アノードコモン 

 ・ドライブ方式 ・・・・・・・・・・・・   ダイナミックドライブ（1/10 ﾃﾞｭｰﾃｨ） 

 ・ドライブ出力（８×８回路） ・・   耐圧ＤＣ２４Ｖ 定電流オープンコレクタ出力 

 ・ドライブ電流可変範囲 ・・・・・  ０～３００ｍＡ（別途放熱板が必要な場合があります） 

 ・フォトカプラ入力（３回路） ・・・  ５Ｖ １０ｍＡ標準 

 ・フォトカプラ出力（２回路） ・・・  耐圧ＤＣ２４Ｖ  ５ｍＡ最大 

 ・基準発振 ・・・・・・・・・・・・・・・・  １．０００ＭＨｚ 

 ・日付 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 西暦表示／閏年補正機能付き 

 ・温度測定範囲 ・・・・・・・・・・・・  －２０℃～１１０℃ 

 ・温度測定精度 ・・・・・・・・・・・  ±１℃（－１０℃～５０℃）  ±３℃（－２０℃～１１０℃） 

 ・サイズ    ・・・・・・・・・・・・・・・   ８０ｍｍ×１２０ｍｍ 

 

■５各種動作の概要 

 ＴＫ－８０８０は、動作設定スイッチ（ＳＷ１）の切り替えにより、以下の４種類の動作モードを有します。 

［時計機能］ 

   ２４時間時計／西暦カレンダー／２系統のＯＮ・ＯＦＦタイマーの機能があります。 

［温度計機能］ 

   内蔵センサーと、外部接続専用センサーの２つの温度センサー入力を持ち、外部接続専用センサー側については、ＡとＣの２系統の制御出力 

 を持っています。 ＡとＣの各制御出力はそれぞれに、最高温度、最低温度の設定が可能で、設定間の温度コントロールが可能になります。 

［加算カウンター機能］ 

   通常の加算カウンターとして機能するほかに、２種類の制御出力を持っています。 

  １つは、プリセットカウンターとして機能し、目標値をプリセットしておくことにより、目標値に達すると出力信号を発生させます。 

   もう１つは、１秒間隔で常時、出力信号を発生させます。 

［減算カウンター機能］ 

   設定値からの通常の減算カウンターとして機能するほかに、２種類の制御出力を持っています。 

   １つは、減算して０カウント時に出力信号を発生させます。 

   もう１つは、１日間隔（２４時間間隔）で常時、信号出力を発生させます。この機能は、残日数計などに応用することが可能です。 
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■６ユニット概観                        

 

 

 

 

ＳＷ１の設定により、次の通り４機能の選択が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■７接続コネクターの説明  

ＣＮ１（７Ｐコネクター）  ［表７－１］                                 ＣＮ２（１０Ｐコネクター）  ［表７－２］ 

№ 信 号 名 内   容 № 信 号 名 内   容 

1 電源入力 1 制御出力１（＋） 

2 ＧＮＤ 
ＤＣ５～２４Ｖを接続します 

2 制御出力１（－） 
ホトカプラ出力 

3 内部サーミスタ（＋） 3 制御出力２（＋） 

4 内部サーミスタ（－） 

この端子を使用する場合は、基板上の 

サーミスタを取り外す必要があります 4 制御出力２（－） 
ホトカプラ出力 

5 電源出力 ＤＣ５Ｖが出力されています 5 制御入力１（＋） 

6 外部サーミスタ（＋） 6 制御入力１（－） 
ＤＣ５Ｖ入力 

7 外部サーミスタ（－） 
付属のサーミスタを接続します 

7 制御入力２（＋） 

8 制御入力２（－） 
ＤＣ５Ｖ入力 

 

 

9 制御入力３（＋） 

10 制御入力３（－） 
ＤＣ５Ｖ入力 

 

 

ＣＮ３（１０Ｐコネクター）  ［表７－３］                   ＣＮ４（８Ｐコネクター）  ［表７－４］ 

機能 設定スイッチ SW1 

時計機能 
 

温度計機能  

加算カウンター  

減算カウンター  

№ 信 号 名 内   容 № 信 号 名 内   容 

1 ＬＥＤ用電源 1 デジット１ 

2 ＬＥＤ用電源 
通常使用しません 

2 デジット２ 

3 a 3 デジット３ 

4 b 4 デジット４ 

5 c 5 デジット５ 

6 d 6 デジット６ 

7 e 7 デジット７ 

8 f 8 デジット８ 

 

9 g 

10 D.P 

 

 

 

８桁専用表示器 

基準発振の微調整 

表示器の明るさ調整 

動作設定用スイッチ 

［図６－１］ユニット概観図 

明るさ調整ボリューム （ＶＲ１） ・・・ 設定電流 ０～３００ｍＡ 

  ※（電源電圧－ＬＥＤ内電圧降下）×設定電流＞１（ワット） 

   上式の場合は、ＴＲ１～８に放熱板を取り付けて下さい。   

［表６－１］機能設定表 

dg 1  ・   ・   ・   ・   ・   ・  dg 8

８桁ディスプレーの正面から見て 

1:OFF 2:OFF 

1:ON  2:OFF

1:OFF 2:ON 

1:ON  2:ON 
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 ■８外部配線について 

  電源配線、設定入力用スイッチ（ＰＢ１．ＰＢ２．ＰＢ３）、および制御出力の取り出し等について、外部配線を［図８－１］に示します。 

 ＣＮ１、ＣＮ２の結線ピン番号については、［表７－１］［表７－２］を参考にして下さい。 

 

   ①：ＣＮ１に電源配線を行う。 

  ②：ＣＮ２に設定入力用スイッチＰＢ１．ＰＢ２．ＰＢ３の配線を行う。 

 ③：ＣＮ３、ＣＮ４を８桁ＬＥＤ表示器へ接続する。 

 ④：動作設定用ディップスイッチＳＷ１を、用途に応じて設定する。  ※［図６－１］、［表６－１］参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

制御出力の取り出しについて 

［図８－１］の回路に於いて、 リレーを駆動する場合は「ＬＥＤと抵抗」の代わりに、［図８－２］のドライブ回路を挿入して下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

［図８－１］外部配線図 

※外付けサーミスタ 

ＤＣ５～２４Ｖ 
ＧＮＤ ＋ 

ＧＮＤ 

※外付けサーミスタ回路の配線は、「温度計機能」使用時に行う。 

［図８－２］
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ＧＮＤ 

リレー 



■９「時計およびタイマー機能」の使い方 

 

【現在時刻／日付の合わせ方】 

  ●準備    動作設定スイッチＳＷ１を、［表１］に従って「時計機能」に設定する。（1.2共に OFF） 

  ●セット方法 ［図９－１］に従って、現在時刻／日付のセットを行います。      

                                            

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タイマーのセット方法】 

  ［図８－１］の接続図において、以下の手順で「タイマー１」「タイマー２」の設定を行う。 

 ①：ＰＢ１を１秒以上ＯＮ （８桁表示器がフラッシュしてセットモードに移行） 

 ②：ＰＢ２を１秒以上ＯＮする事を繰り返すことにより、次のようにモードが切り替わる。 

 

  

 

 

 

［図９－２］モード切り替わりの流れの様子 

ここで、 ：タイマー1 のＯＮ時刻      ：タイマー1 のＯＦＦ時刻      ：タイマー２のＯＮ時刻      ：タイマー２のＯＦＦ時刻 

をそれぞれ示します。 

   ※②につづき、以下にＡのセット画面を表示してタイマーセット方法を説明します。 

  ③：ＰＢ２を１秒以上ＯＮし、セットモードＡ（タイマー１のＯＮ時刻）を選択する。 

④：ＰＢ２をワンプッシュＯＮし、セットポジションを選択する。（D.P の位置が移動し、ｾｯﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝを示す。） 

⑤：ＰＢ３をワンプッシュＯＮし、１つづつ数値を上げて行く。（連続ＯＮで早送り） 

⑥：④、⑤を繰り返し、全ポジションについてセットを行う。 

⑦：同様にして（③～⑥の操作）、ｂ、C、ｄの各セットモードにおいてセットを行う。 

⑧：以上が完了したら、ＰＢ１をワンプッシュＯＮして、各セット完了。 

ＰＢ２で時計か日付のいずれかを選択 

セットモード 

ＰＢ１を長押し ＰＢ１を短押し 

表示モード 

・ＰＢ２でセットポジションを選択 

（D.P の移動でセットポジションを確認） 

・ＰＢ３で数値を設定 

・ＰＢ１のワンプシュＯＮで設定完了 

・ＰＢ１：ワンプシュＯＮで表示のＯＮ／ＯＦＦ切り替え 

・ＰＢ２：ワンプシュＯＮで時計/日付の切り替え 

・ＰＢ３：ワンプシュＯＮで３０秒補正 

現在時刻 日 付 

［図９－１］現在時刻／日付のセットの方法
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■１０「温度計機能」の使い方 

  

●準備 

  ①：動作設定用スイッチＳＷ１を、［表６－１］に従って「温度計機能」に設定する。（1:ON 2:OFF） 

  ②：ＣＮ１に付属の外付けサーミスタを接続する。［図８－１］参照 

●動作説明 

本機能においては、以下の様に２通りの使い方が可能です。 

  ①：２ポイントの温度測定が可能です。 （温度測定範囲 －２０℃～＋１１０℃） 

※通常は外付けサーミスタを接続して（ＣＮ１の 6 .7間）使用します。外付けサーミスタを接続しない場合は、外部温度側はエラー表示になります。 

 

 

 

 

  ②：上限と下限がそれぞれに設定可能な、２回路の制御出力が可能です。 

        本ユニットは、２回路の制御出力を行うことが可能で、１回路目を［Ａﾁｬﾝﾈﾙ］、２回路目を［Ｃﾁｬﾝﾈﾙ］と称することにします。 

       ［Ａﾁｬﾝﾈﾙ］ と ［Ｃﾁｬﾝﾈﾙ］とは、それぞれ独立しておりますが、設定方法については共通です。 

        各々のﾁｬﾝﾈﾙ には、それぞれ「上限温度」と「下限温度」の設定があり、外付けサーミスタの感知する温度が、下限設定温度を下回ると 

制御出力が行われ、上限設定温度に達するまで継続します。その様子を、［図１０－１］に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

●制出力動作のセット方法 

    ［図８－１］の接続図において、以下の手順で「上限温度」「下限温度」の設定を行う。 

   ①：ＰＢ１を１秒以上ＯＮしてセットモードにする。ＬＥＤ全体がフラッシュする。 （１秒以下のワンプッシュＯＮの場合は、ＬＥＤ全体のＯＮ／ＯＦＦ機能） 

 

 

 

 

［図１０－２］Ａチャンネルセットモード時の表示器の様子                ［図１０－３］Ｃチャンネルセットモード時の表示器の様子 

 

 

 

②：ＰＢ２を１秒以上ＯＮする事により［Ａﾁｬﾝﾈﾙ］ を選択する。 （この操作を繰り返すことにより、［Ａﾁｬﾈﾝﾙ］［Ｃﾁｬﾝﾈﾙ］の選択が行えます。） 

③：ＰＢ２をワンプッシュＯＮし、セットポジションを選択する。 （表示器の D.Pの位置が移動する事により、セットポジションを示す） 

④：ＰＢ３をワンプッシュＯＮし、１つづつ数値を上げて行く。（連続ＯＮで早送り） 

⑤：次に、［Ｃﾁｬﾝﾈﾙ］を選択して ③、④を繰り返す。 

⑥：以上が完了したら、ＰＢ１をワンプッシュＯＮして、両チャンネルのセット完了。通常の温度表示を示す。 

外部温度 

（外付けサーミスタ） 

内部温度 

（基板内サーミスタ） 

外付けサーミスタを 

接続しない場合 

内部温度 

（基板内サーミスタ） 

下限設定温度 上限設定温度 

出力中 

出力開始 

出力停止 

低温域 高温域 

制御中 

［図１０－１］制御出力動作の様子 

ＬＥＤ全体がフラッシュする 

上限設定温度   下限設定温度 上限設定温度   下限設定温度 

上図の様に、８桁表示器の左側が「上限設定温度」を、右側が「下限設定温度」をそれぞれ示します。 

［図１０－２］に於いては、“Ａﾁｬﾝﾈﾙ の設定で、「上限設定温度」を２６℃、「下限設定温度」を２０℃に設定”した時の状態を示します。 

［図１０－３］に於いては、“Ｃﾁｬﾝﾈﾙ の設定で、「上限設定温度」を１８℃、「下限設定温度」を１０℃に設定”した時の状態を示します。 

ＬＥＤ全体がフラッシュする 

［Ａﾁｬﾝﾈﾙ］の出力 ・・・・ 制御出力１より得られる。  

［Ｃﾁｬﾝﾈﾙ］の出力 ・・・・ 制御出力２より得られる。 
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■１１「加算カウンター機能」の使い方 

   

●準備 

動作設定用スイッチＳＷ１を、［表６－１］に従って「加算カウンター機能」に設定する。（1:OFF 2:ON）     

●動作説明 

本機能においては、以下の様に２種類の出力（制御出力１、制御出力２）を得ることが出来ます。 

   ①：目標値と実績カウント値の上下関係を判定し、“目標値”に“実績値”が達すると出力が得られる［工程管理機能］・・・制御出力１ 

     この機能には、目標値が固定の場合と、目標値が変動の場合の、２通りの使い方が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②：１秒間隔で出力が得られる［１秒パルス出力機能］・・・制御出力２ 

 

★【工程管理機能】のセット方法と運用 

  ［図８－１］の接続図において、以下の手順でプリセットを行う。 

    ①：ＰＢ１を１秒以上ＯＮしてセットモードにする。ＬＥＤ全体がフラッシュする。（「実績値」のクリア） 

       （１秒以下のワンプッシュＯＮの場合は、ＬＥＤ全体のＯＮ／ＯＦＦ機能） 

    ②：ＰＢ２を１秒以上ＯＮすると、［図１１－３］の様に「目標値」がクリアされる。 

 

 

 

以下、“目標値が固定の場合” と、“目標値が変動の場合” に分けて③以降の説明を続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【目標値が固定の場合】 【目標値が変動の場合】 

a      b      c      d       e    ･ ･ ･ ･ ･   f      g      h 

目標値（固定） 

実績値 

目標値（変動） 

実績値 
予め設定された「目標値」に「実績値」が達すると、 

制御出力が得られる。 刻々、増加変動する「目標値」に「実績値」が達すると、制御出力が 

得られる。［図１１－２］でc,d,e,g の各ポイントで、制御出力が得られる。

目標値        実績値 

 ［図１１－１］  ［図１１－２］ 

“目標値が固定の場合” 

③：ＰＢ２をﾜﾝﾌﾟｯｼｭ ON し、セットポジションを選択する。 

  表示器の D.P の位置が移動する事により、セットポジションを示す。 

④：ＰＢ３をﾜﾝﾌﾟｯｼｭ ON し、１つづつ数値を上げて行く。 

（連続ＯＮで早送り） 

 

 

 

 

 

⑤：以上が完了したら、ＰＢ１をﾜﾝﾌﾟｯｼｭ ON して、設定完了。 

 

 

 

 

●運用                                                 

ＰＢ３が「実績値」側のカウント入力になり、「目標値」に「実績値」が達 

すると、制御出力１より出力が得られる。  

 

［図１１－３］セットモード時の表示器の様子（初期化の状態） 

“目標値が変動の場合”  

③：ＰＢ１をﾜﾝﾌﾟｯｼｭ ON して、設定完了。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●運用 

ＰＢ２が「目標値」側のカウント入力、ＰＢ３が「実績値」側のカウント

入力になり、「目標値」に「実績値」が達する都度、制御出力１より

出力が得られる。 

目標値         実績値 

［図１１‐５］加算カウンターモード表示 

［図１１‐４］セットモード時の表示器の様子 
目標値       実績値 

目標値       実績値 

［図１１‐６］加算カウンターモード表示 
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■１２「減算カウンター機能」の使い方 

 

●準備 

   動作設定用スイッチＳＷ１を、［表６－１］に従って「減算カウンター機能」に設定する。（1:ON 2:ON）  

   

●動作説明  

本機能においては、以下の様に２種類の出力（制御出力１、制御出力２）を得ることが出来ます。 

      ①：目標値を設定し、目標値より減算し、０カウント時に制御出力が得られる［目標達成管理機能］・・・制御出力１ 

      ②：２４時間間隔で出力が得られる［１日パルス出力機能］。残日数計などへの応用が考えられます。・・・制御出力２ 

 

 

 

 

★【目標達成管理機能】のセット方法と運用 

      ［図８－１］の接続図において、以下の手順でプリセットを行う。 

    ①：ＰＢ１を１秒以上ＯＮしてセットモードにする。ＬＥＤ全体がフラッシュする。（「実績値」のクリア） 

       （１秒以下のワンプッシュＯＮの場合は、ＬＥＤ全体のＯＮ／ＯＦＦ機能） 

    ②：ＰＢ２を１秒以上ＯＮすると、［図１２‐１］の様に「目標値」がクリアされる。 

 

 

 

 

    

   ③：ＰＢ２をワンプッシュＯＮし、セットポジションを選択する。 

        （表示器の D.Pの位置が移動する事により、セットポジションを示す。） 

    ④：ＰＢ３をワンプッシュＯＮし、１つづつ数値を上げていく。（連続ＯＮで早送り） 

 

 

 

 

 

   ⑤：以上が完了したら、ＰＢ１をワンプッシュＯＮし、引き続きＰＢ２をワンプッシュＯＮして、設定完了。 

 

 

 

 

●運用 ＰＢ３が「実績値」側のカウント入力になり、ワンプッシュする度に減算して行き、０カウント時に制御出力１より出力が得られる。 

ＰＢ２が「実績値」側のリセット入力。 

 

 

目標値       実績値 

目標値      実績値 

目標値       実績値 

［図１２‐１］セットモード時の表示器の様子（初期化の状態） 

［図１２‐２］セットモード時の表示器の様子  ＰＢ３のＯＮにより「目標値」を１５００に合わせた状態を示す。 

［図１２‐３］減算カウンターモード表示   「目標値」を１５００に設定し、「実績値」が１５００より減算を開始する状態を示す。 
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